
平成17年
（2005年）

10／15号
特集号

発行／東久留米市　編集／企画経営室広報課　〒２０３－８５５５　東久留米市本町３－３－１　�０４２４・７０・７７７７（代）　ホームページ http://www.city.higashikurume.lg.jp　毎月１日・１５日発行

選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選ばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれ続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるまままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりのののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたためめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににに

後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画後期基本計画
ままままままままままままままままままままままままままままままままままままままととととととととととととととととととととととととととととととととととととととままままままままままままままままままままままままままままままままままままままるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるまとまる

後期基本計画策定における市民参加の流れ
計画策定前の意見募集

計画素案策定後の意見募集

�

市民参加第２弾
計画素案の中間発表

に対するパブリックコメント 
（Ｈ17.４.１～３０に実施）

後期基本計画素案の公表

後期基本計画素案の修正

　

こ
の
後
期
基
本
計
画
を
策
定
す

る
に
当
た
っ
て
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
声
を
十
分
聞
き
な
が
ら
進
め

る
た
め
、
市
民
参
加
の
機
会
を
設

け
て
き
ま
し
た
（
下
図
参
照
）。

　

従
来
、
計
画
策
定
に
か
か
る
市

民
参
加
と
い
え
ば
、
選
ば
れ
た
少

数
の
市
民
が
参
加
す
る
審
議
会
や

委
員
会
な
ど
の
形
を
取
る
こ
と
が

多
か
っ
た
の
で
す
が
、
協
力
し
て

い
た
だ
け
る
方
が
重
複
し
が
ち

だ
っ
た
り
、
委
員
の
選
定
方
法
に

も
っ
と
工
夫
す
べ
き
だ
と
い
う
声

が
あ
っ
た
り
と
、
問
題
点
も
指
摘

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
今
回
の
後
期
基
本
計

画
の
策
定
で
は
、
だ
れ
で
も
参
加

で
き
、
意
見
が
伝
え
ら
れ
る
方
式

を
選
択
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
市
民
参
加
は
、
大
き
く

分
け
て
２
段
階
に
分
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
計
画
策

定
前
の
意
見
募
集
と
、
素
案
が
で

き
た
後
の
意
見
募
集
で
す
。
具
体

的
に
は
図
に
示
す
通
り
で
す
が
、

計
画
策
定
の
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
に

お
い
て
、
多
数
の
貴
重
な
意
見
を

頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
意
見

を
頂
い
た
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、

こ
こ
で
あ
ら
た
め
て
感
謝
い
た
し

ま
す
。

　

意
見
は
庁
内
で
構
成
さ
れ
た
策

定
委
員
会
の
全
委
員
に
よ
っ
て
情

報
共
有
し
、
検
討
に
当
た
っ
て
の

行

政

評

価

と

連

携

行

政

評

価

と

連

携

市

民

参

加

市

民

参

加

資
料
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の

中
で
頂
い
た
意
見
は
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
利
用
す
る
な
ど
し
て

広
く
公
開
し
、
併
せ
て
市
側
の
見

解
も
示
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
後
期
基
本
計
画
の

策
定
に
当
た
っ
て
は
、
こ
れ
ま
で

と
は
違
う
、
よ
り
参
加
し
や
す
い

市
民
参
加
方
式
を
取
っ
て
き
ま
し

た
。
こ
う
し
た
方
式
の
市
民
参
加

は
今
後
増
え
て
い
く
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
り
多
く

の
市
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
取
り
入

れ
な
が
ら
、
市
政
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

　

こ
の
基
本
計
画
は
、
市
が　

年
１４

度
か
ら
導
入
し
始
め
た
「
行
政
評

価
」
の
手
法
を
取
り
入
れ
、
計
画

と
評
価
を
連
携
さ
せ
る
計
画
に

な
っ
て
い
ま
す
。施
策
ご
と
に「
対

象
」「
意
図
」「
成
果
指
標
」
を
計

画
書
に
表
す
こ
と
で
、
何
を
ど
う

す
る
の
か
、
ま
た
何
を
基
準
と
し

て
そ
の
成
果
を
計
る
の
か
を
明
ら

か
に
し
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
で
、

従
来
に
比
べ
て
計
画
書
の
分
か
り

や
す
さ
を
大
き
く
向
上
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
計
画
は
同
時
に
、

　

年
度
以
降
の
行

１８政
評
価
に
も
つ
な

が
っ
て
い
き
ま
す
。

後
期
基
本
計
画
の

始
ま
る　

年
度
は
、

１８

新
し
い
プ
ラ
ン
（
事
業
や
施
策
に

お
け
る
計
画
）
�
ド
ウ
（
計
画
の

実
行
）
�
チ
ェ
ッ
ク
（
改
善
す
べ

き
点
等
の
抽
出
）
�
ア
ク
シ
ョ
ン

（
改
善
等
の
実
行
）の
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
サ
イ
ク
ル
の
起
点
と
な
り
ま
す
。

〈
２
面
に
続
く
〉

�

�

� �

市民参加第１弾

パブリックコメント

（Ｈ１６.５.１～３１に実施）

作文・論文コンテスト

（Ｈ１６.５.１５～６．１６に実施）

市民シンポジウム

（Ｈ１６.８.８に実施）

後期基本計画素案の策定

市長挨拶

　
　

年
度
〜　

年
度
の
５
年
間
を
計
画
期
間
と
す
る
、市
の「
後
期
基
本
計
画
」が

１８

２２

で
き
あ
が
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、「
水
と
緑
と
ふ
れ
あ
い
の
ま
ち
�
東
久
留
米
�」

を
ま
ち
の
将
来
像
と
す
る
東
久
留
米
市
基
本
構
想
を
推
進
･
実
現
す
る
た
め
、基

本
的
な
施
策
を
体
系
的
に
取
り
ま
と
め
た
も
の
で
す
。今
号
で
は
こ
の
後
期
基
本

計
画
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
こ
の
計
画
書
は
、
市
内
の
図
書
館
、
市
政
情

報
コ
ー
ナ
ー
（
市
役
所
２
階
）、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

ご
質
問
・
ご
意
見
は
電
話　

・
７
７
０
２
、
フ
ァ
ク
ス　

・
７
８
０
４
、
電
子

７０

７０

メ
ー
ル
で
企
画
調
整
課
へ
。

◆企画調整課メールアドレス
kikakuchosei@city.higashi 
kurume.lg.jp

　

現
在
進
行
し
て
い
る
東
久
留
米

市
第
３
次
長
期
総
合
計
画
は
、
基

本
構
想
・
基
本
計
画
・
実
施
計
画

か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
基
本

構
想
は　

年
〜　

年
に
お
け
る
ま

１３

２２

ち
づ
く
り
の
基
本
的
な
方
向
・
方

針
を
示
す
も
の
で
、　

年
に
策
定

１２

し
ま
し
た
。
こ
の
基
本
構
想
の　
１０

基

本

計

画

と

は

基

本

計

画

と

は

年
間
を
前
･
後
期
５
年
ず
つ
に
分

け
、
今
回
は
後
期
の
５
年
間
の
基

本
計
画
を
策
定
し
た
も
の
で
す
。

　だれもが意見
を言える方式に
変えたんだね。

　１３年度から１７年度までの前期基本計画中の５年間、市

町村の合併が全国で行われました。しかし、市では、他

の自治体と合併することなく、独立した自治体として存

在することを選択してきました。

　このことは、これからも安定的な行政サービスを市民

の皆様に提供し続けられるように、より健全な行財政運

営への改革努力を続けなければならないということを、

行政に対して課せられたことにほかなりません。

　市政の構造改革はいまだ道半ばであるといわざるを得

ません。国の三位一体改革をはじめとするさまざまな制

度改正や、団塊の世代が一斉に退職を迎える２００７年問題

など、市を取り巻く環境はまだまだ先行きが不透明です。

　こうした不確定な要素に備え、安定的なサービス提供

体制を構築していくために、今後の５年間も、施策評価・

事務事業評価をはじめとした徹底的な情報公開をベース

におきながら、サービスの提供手法の改善、行政守備範

囲の明確化などにより、引き続き構造改革を進めていか

なくてはなりません。

　そのような中ここに示す後期基本計画は、現時点にお

いて見通せる可能な限りの、１８年度からの５年間の方向

性を示したものです。

　安定した行政サービスが提供できるようになり、地方

分権時代を生き抜くことのできる自立した自治体になる

こと。その結果、市民から引き続き選ばれ続けるまちに

なることを、この後期基本計画では、目標におきます。

　市ならではのモノや人の触れ合いを守り、育てていく

ことで、郷土意識は芽生えていきます。

　「東久留米市がもっと愛されるまちになること」

　これが選ばれ続けるまちになるための条件だと考えて

います。


